
(57)【要約】

【課題】線条材料の送出方向に沿って並設される一のプ

ーリの周速度に、他のプーリの周速度を良好に追従させ

られる線条材料の巻取方法を提供することにある。

【解決手段】線条材料の送出方向の上流側に配置される

第１ボビンから前記線条材料を引き出し、前記送出方向

の下流側に配置される第２ボビンによって前記線条材料

を巻き取る、線条材料の巻取方法において、上流側に引

出プーリを下流側にテンションプーリを設ける。テンシ

ョンプーリに第２エンコーダ12aを設け、これにより検

出されるテンションプーリの回転を、引出プーリの軸部

に接続される第１サーボモータ3に送信する。このよう

にして、テンションプーリの周速度と、引出プーリの周

速度と、を揃える。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 線 条 材 料 の 送 出 方 向 の 上 流 側 に 配 置 さ れ る 第 １ ボ ビ ン か ら 前 記 線 条 材 料 を 引 き 出 し 、 前
記 送 出 方 向 の 下 流 側 に 配 置 さ れ る 第 ２ ボ ビ ン に よ っ て 前 記 線 条 材 料 を 巻 き 取 る 、 線 条 材 料
の 巻 取 方 法 に お い て 、
前 記 の 第 １ ボ ビ ン 及 び 第 ２ ボ ビ ン の 間 に は 、 前 記 送 出 方 向 の 上 流 側 か ら 順 に 、
前 記 第 １ ボ ビ ン と 、 こ の 第 １ ボ ビ ン よ り も 前 記 送 出 方 向 の 下 流 側 に 配 置 し 、 前 記 第 １ ボ ビ
ン か ら 前 記 線 条 材 料 を 引 き 出 す た め に 、 そ の 軸 部 に 第 １ サ ー ボ モ ー タ が 接 続 さ れ て い る 引
出 プ ー リ と 、 か ら 成 る 材 料 引 出 部 と 、
前 記 第 ２ ボ ビ ン と 、 こ の 第 ２ ボ ビ ン よ り も 前 記 送 出 方 向 の 上 流 側 に 配 置 し 、 前 記 第 ２ ボ ビ
ン に 巻 き 取 ら れ る 前 記 線 条 材 料 に 適 宜 の テ ン シ ョ ン を 付 与 す る た め に 、 そ の 軸 部 に 第 ２ サ
ー ボ モ ー タ が 接 続 さ れ て い る テ ン シ ョ ン プ ー リ と 、 か ら 成 る 材 料 巻 取 部 と 、
を 設 け 、
前 記 の 第 ２ サ ー ボ モ ー タ 又 は テ ン シ ョ ン プ ー リ に 回 転 検 出 手 段 を 設 け 、
前 記 回 転 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ る 前 記 の 第 ２ サ ー ボ モ ー タ 又 は テ ン シ ョ ン プ ー リ の 回 転
を 前 記 第 １ サ ー ボ モ ー タ に 送 信 す る こ と に よ り 、
前 記 テ ン シ ョ ン プ ー リ の 周 速 度 と 前 記 引 出 プ ー リ の 周 速 度 と を 揃 え る 、 こ と を 特 徴 と す る
線 条 材 料 の 巻 取 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 線 条 材 料 の 巻 取 方 法 に お い て 、
前 記 回 転 検 出 手 段 を 、 前 記 の 第 ２ サ ー ボ モ ー タ 又 は テ ン シ ョ ン プ ー リ の 回 転 に 伴 っ て パ ル
ス 信 号 を 出 力 可 能 な エ ン コ ー ダ と し 、
下 記 式 (1)で 求 め る 速 度 指 令 値 Q[%]を 前 記 第 １ サ ー ボ モ ー タ に 送 信 し 、
受 信 し た 前 記 速 度 指 令 値 Q[%]に 基 づ い て 前 記 第 １ サ ー ボ モ ー タ に 前 記 引 出 プ ー リ の 周 速 度
を 制 御 さ せ る 、 こ と を 特 徴 と す る 線 条 材 料 の 巻 取 方 法 。
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
　 た だ し 、 {x(t+Δ t)－ x(t)}[パ ル ス ]は 、 前 記 の 第 ２ サ ー ボ モ ー タ 又 は テ ン シ ョ ン プ ー リ
の 回 転 に 伴 っ て 所 定 時 間 Δ tの 間 に 前 記 エ ン コ ー ダ が 出 力 す る パ ル ス 信 号 の パ ル ス 量 と し
、
P[ppr]は 、 前 記 エ ン コ ー ダ の １ 周 分 の 分 解 能 と し 、
Dt[mm]は 、 前 記 テ ン シ ョ ン プ ー リ の 直 径 と し 、
Dh[mm]は 、 前 記 引 出 プ ー リ の 直 径 と し 、
S[rpm]は 、 前 記 第 １ サ ー ボ モ ー タ の 定 格 回 転 数 と す る 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 線 条 材 料 の 巻 取 方 法 に お い て 、
前 記 の 材 料 引 出 部 及 び 材 料 巻 取 部 を 連 接 す る た め の 材 料 接 続 部 に お い て 前 記 線 条 材 料 上 に
ダ ン サ ー を 載 置 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 線 条 材 料 の 巻 取 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か に 記 載 の 線 条 材 料 の 巻 取 方 法 に お い て 、
前 記 第 １ ボ ビ ン に 回 転 制 御 手 段 を 設 け る 、 こ と を 特 徴 と す る 線 条 材 料 の 巻 取 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 心 線 の 送 出 方 向 の 上 流 側 に 配 置 さ れ る 第 １ ボ ビ ン か ら 前 記 心 線 を 引 き 出 し 、 長 手 方 向 に
前 記 心 線 を 埋 設 し た ベ ル ト を 成 形 す る た め の 金 型 に 対 し て 前 記 心 線 を 所 定 の 間 隔 で 螺 旋 状
に 巻 き つ け る た め に 前 記 送 出 方 向 の 下 流 側 に 配 置 さ れ る ス ピ ニ ン グ 装 置 へ 前 記 心 線 を 供 給
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す る 、 心 線 の 巻 取 方 法 に お い て 、
前 記 の 第 １ ボ ビ ン 及 び ス ピ ニ ン グ 装 置 の 間 に は 、 前 記 送 出 方 向 の 上 流 側 か ら 順 に 、
前 記 第 １ ボ ビ ン と 、 こ の 第 １ ボ ビ ン よ り も 前 記 送 出 方 向 の 下 流 側 に 配 置 し 、 前 記 第 １ ボ ビ
ン か ら 前 記 心 線 を 引 き 出 す た め に 、 そ の 軸 部 に 第 １ サ ー ボ モ ー タ が 接 続 さ れ て い る 引 出 プ
ー リ と 、 か ら 成 る 心 線 引 出 部 と 、
前 記 ス ピ ニ ン グ 装 置 と 、 こ の ス ピ ニ ン グ 装 置 よ り も 前 記 送 出 方 向 の 上 流 側 に 配 置 し 、 前 記
ス ピ ニ ン グ 装 置 に 供 給 さ れ る 前 記 心 線 に 適 宜 の テ ン シ ョ ン を 付 与 す る た め に 、 そ の 軸 部 に
第 ２ サ ー ボ モ ー タ が 接 続 さ れ て い る テ ン シ ョ ン プ ー リ と 、 か ら 成 る 心 線 巻 取 部 と 、
を 設 け 、
前 記 の 第 ２ サ ー ボ モ ー タ 又 は テ ン シ ョ ン プ ー リ に 回 転 検 出 手 段 を 設 け 、
前 記 回 転 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ る 前 記 の 第 ２ サ ー ボ モ ー タ 又 は テ ン シ ョ ン プ ー リ の 回 転
を 前 記 第 １ サ ー ボ モ ー タ に 送 信 す る こ と に よ り 、
前 記 テ ン シ ョ ン プ ー リ の 周 速 度 と 前 記 引 出 プ ー リ の 周 速 度 と を 揃 え る 、 こ と を 特 徴 と す る
心 線 の 巻 取 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 心 線 の 巻 取 方 法 に お い て 、
前 記 回 転 検 出 手 段 を 、 前 記 の 第 ２ サ ー ボ モ ー タ 又 は テ ン シ ョ ン プ ー リ の 回 転 に 伴 っ て パ ル
ス 信 号 を 出 力 可 能 な エ ン コ ー ダ と し 、
下 記 式 (1)で 求 め る 速 度 指 令 値 Q[%]を 前 記 第 １ サ ー ボ モ ー タ に 送 信 し 、
受 信 し た 前 記 速 度 指 令 値 Q[%]に 基 づ い て 前 記 第 １ サ ー ボ モ ー タ に 前 記 引 出 プ ー リ の 周 速 度
を 制 御 さ せ る 、 こ と を 特 徴 と す る 心 線 の 巻 取 方 法 。
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
　 た だ し 、 {x(t+Δ t)－ x(t)}[パ ル ス ]は 、 前 記 の 第 ２ サ ー ボ モ ー タ 又 は テ ン シ ョ ン プ ー リ
の 回 転 に 伴 っ て 所 定 時 間 Δ tの 間 に 前 記 エ ン コ ー ダ が 出 力 す る パ ル ス 信 号 の パ ル ス 量 と し
、
P[ppr]は 、 前 記 エ ン コ ー ダ の １ 周 分 の 分 解 能 と し 、
Dt[mm]は 、 前 記 テ ン シ ョ ン プ ー リ の 直 径 と し 、
Dh[mm]は 、 前 記 引 出 プ ー リ の 直 径 と し 、
S[rpm]は 、 前 記 第 １ サ ー ボ モ ー タ の 定 格 回 転 数 と す る 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ５ 又 は ６ に 記 載 の 心 線 の 巻 取 方 法 に お い て 、
前 記 の 材 料 引 出 部 及 び 材 料 巻 取 部 を 連 接 す る た め の 材 料 接 続 部 に お い て 前 記 心 線 上 に ダ ン
サ ー を 載 置 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 心 線 の 巻 取 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ５ ～ ７ の 何 れ か に 記 載 の 心 線 の 巻 取 方 法 に お い て 、
前 記 第 １ ボ ビ ン に 回 転 制 御 手 段 を 設 け る 、 こ と を 特 徴 と す る 心 線 の 巻 取 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 線 条 材 料 の 巻 取 方 法 及 び 心 線 の 巻 取 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ は 、 線 条 体 wの 張 力 調 整 装 置 と し て 、 ボ ビ ン 1と 、 ダ ン サ 固 定 プ ー リ 12と 、 ダ
ン サ 可 動 プ ー リ 13と 、 を 備 え 、 こ の 順 に 前 記 の 線 条 体 wが 懸 架 さ れ る 構 成 を 開 示 し て い る
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。 そ し て 、 前 記 の ダ ン サ 可 動 プ ー リ 13に は 引 き ひ も 18の 一 端 が 係 止 さ れ 、 そ の 他 端 は 所 望
の 張 力 に 設 定 さ れ た ト ル ク モ ー タ 17に 備 え ら れ る 貯 線 リ ー ル 16に 巻 回 さ れ て お り 、 前 記 引
き ひ も 18の 移 動 に 応 じ て 前 記 ボ ビ ン 1の ボ ビ ン 駆 動 モ ー タ の 電 圧 を 変 化 さ せ る こ と に っ て
、 前 記 の 線 条 体 wに 対 し て 一 定 の 張 力 を 付 与 す る こ と が で き る 、 と さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ ２ － ３ １ ６ ６ ８ 号 公 報 （ 特 許 請 求 の 範 囲 、 第 ３ 頁 第 １ カ ラ ム 第 ９
～ １ １ 行 及 び 第 １ ６ ～ １ ８ 行 、 第 ３ 図 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 上 記 の ダ ン サ 可 動 プ ー リ 13の 移 動 量 は 、 ボ ビ ン 1か ら 送 り 出 さ れ る 線 条 体 wの 送
出 量 と 比 較 し て 極 め て 少 量 で あ る か ら 、 例 え ば 高 速 な 巻 取 の 際 や 高 頻 度 な 巻 取 速 度 の 増 減
が 生 じ た 際 に は 、 線 条 体 wの 張 力 を 一 定 に 制 御 す る こ と が 極 め て 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 願 発 明 の 主 な 目 的 は 、 線 条 材 料 の 送 出 方 向 に 沿 っ て 並 設 さ れ る 一 の プ ー リ の 周 速 度 に
、 他 の プ ー リ の 周 速 度 を 良 好 に 追 従 さ せ ら れ る 線 条 材 料 の 巻 取 方 法 及 び 心 線 の 巻 取 方 法 を
提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 及 び 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 解 決 し よ う と す る 課 題 は 以 上 の 如 く で あ り 、 次 に こ の 課 題 を 解 決 す る た め の 手
段 と そ の 効 果 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 観 点 に よ れ ば 、 線 条 材 料 の 巻 取 は 、 以 下 の よ う な 方 法 で 行 わ れ る 。
　 即 ち 、 前 記 線 条 材 料 の 巻 取 は 、 具 体 的 に は 、 線 条 材 料 の 送 出 方 向 の 上 流 側 に 配 置 さ れ る
第 １ ボ ビ ン か ら 前 記 線 条 材 料 を 引 き 出 し 、 前 記 送 出 方 向 の 下 流 側 に 配 置 さ れ る 第 ２ ボ ビ ン
に よ っ て 前 記 線 条 材 料 を 巻 き 取 る 、 こ と で あ る 。
　 そ し て 、 前 記 の 第 １ ボ ビ ン 及 び 第 ２ ボ ビ ン の 間 に は 、 前 記 送 出 方 向 の 上 流 側 か ら 順 に 、
材 料 引 出 部 と 材 料 巻 取 部 を 設 け る 。
　 な お 、 前 記 の 材 料 引 出 部 と は 、 前 記 第 １ ボ ビ ン と 、 こ の 第 １ ボ ビ ン よ り も 前 記 送 出 方 向
の 下 流 側 に 配 置 し 、 前 記 第 １ ボ ビ ン か ら 前 記 線 条 材 料 を 引 き 出 す た め に 、 そ の 軸 部 に 第 １
サ ー ボ モ ー タ が 接 続 さ れ て い る 引 出 プ ー リ と 、 か ら 成 る も の で あ る 。
　 ま た 、 前 記 の 材 料 巻 取 部 と は 、 前 記 第 ２ ボ ビ ン と 、 こ の 第 ２ ボ ビ ン よ り も 前 記 送 出 方 向
の 上 流 側 に 配 置 し 、 前 記 第 ２ ボ ビ ン に 巻 き 取 ら れ る 前 記 線 条 材 料 に 適 宜 の テ ン シ ョ ン を 付
与 す る た め に 、 そ の 軸 部 に 第 ２ サ ー ボ モ ー タ が 接 続 さ れ て い る テ ン シ ョ ン プ ー リ と 、 か ら
成 る も の で あ る 。
　 前 記 の 第 ２ サ ー ボ モ ー タ 又 は テ ン シ ョ ン プ ー リ に 回 転 検 出 手 段 を 設 け る 。
　 前 記 回 転 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ る 前 記 の 第 ２ サ ー ボ モ ー タ 又 は テ ン シ ョ ン プ ー リ の 回
転 を 前 記 第 １ サ ー ボ モ ー タ に 送 信 す る こ と に よ り 、 前 記 テ ン シ ョ ン プ ー リ の 周 速 度 と 前 記
引 出 プ ー リ の 周 速 度 と を 揃 え る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 の 線 条 材 料 を こ の よ う に 巻 き 取 る こ と で 、 線 条 材 料 の 送 出 方 向 に 沿 っ て 並 設 さ れ る
一 の プ ー リ （ テ ン シ ョ ン プ ー リ ） の 変 動 す る 周 速 度 に 、 他 の プ ー リ （ 引 出 プ ー リ ） の 周 速
度 を 良 好 に 追 従 さ せ る こ と が で き る 。
　 ま た こ れ に よ り 、 前 記 の 引 出 プ ー リ 及 び テ ン シ ョ ン プ ー リ に 懸 架 さ れ る 両 プ ー リ 間 の 線
条 材 料 の 長 さ （ 例 え ば 、 線 条 材 料 の た る み 量 ） を 略 一 定 と で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 線 条 材 料 の 巻 取 は 、 以 下 の よ う な 方 法 で 行 わ れ る こ と が 好 ま し い 。
　 即 ち 、 前 記 回 転 検 出 手 段 を 、 前 記 の 第 ２ サ ー ボ モ ー タ 又 は テ ン シ ョ ン プ ー リ の 回 転 に 伴
っ て パ ル ス 信 号 を 出 力 可 能 な エ ン コ ー ダ と し 、 下 記 式 (1)で 求 め る 速 度 指 令 値 Q[%]を 前 記
第 １ サ ー ボ モ ー タ に 送 信 し 、 受 信 し た 前 記 速 度 指 令 値 Q[%]に 基 づ い て 前 記 第 １ サ ー ボ モ ー

10

20

30

40

50

(4) JP 2008-1484 A 2008.1.10



タ に 前 記 引 出 プ ー リ の 周 速 度 を 制 御 さ せ る 。
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
　 た だ し 、 {x(t+Δ t)－ x(t)}[パ ル ス ]は 、 前 記 の 第 ２ サ ー ボ モ ー タ 又 は テ ン シ ョ ン プ ー リ
の 回 転 に 伴 っ て 所 定 時 間 Δ tの 間 に 前 記 エ ン コ ー ダ が 出 力 す る パ ル ス 信 号 の パ ル ス 量 と す
る 。
　 P[ppr]は 、 前 記 エ ン コ ー ダ の １ 周 分 の 分 解 能 と す る 。
　 Dt[mm]は 、 前 記 テ ン シ ョ ン プ ー リ の 直 径 と す る 。
　 Dh[mm]は 、 前 記 引 出 プ ー リ の 直 径 と す る 。
　 S[rpm]は 、 前 記 第 １ サ ー ボ モ ー タ の 定 格 回 転 数 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 上 記 追 従 の た め の 演 算 を 簡 素 と で き る の で 、 前 記 引 出 プ ー リ の 周 速 度 の
、 前 記 テ ン シ ョ ン プ ー リ の 周 速 度 に 対 す る 追 従 性 を 更 に 良 好 と で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 前 記 の 材 料 引 出 部 及 び 材 料 巻 取 部 を 連 接 す る た め の 材 料 接 続 部 に お い て 前 記 線 条
材 料 上 に ダ ン サ ー を 載 置 す る こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ れ ば 、 前 記 ダ ン サ ー の 存 在 に よ り
、 前 記 の テ ン シ ョ ン プ ー リ に 対 し て は 当 該 テ ン シ ョ ン プ ー リ と 前 記 第 ２ ボ ビ ン と の 間 の 前
記 線 条 材 料 の テ ン シ ョ ン の み が 作 用 す る こ と と な る か ら 、 当 該 第 ２ ボ ビ ン に 巻 き 取 ら れ る
前 記 線 条 材 料 に 所 望 の テ ン シ ョ ン を 付 与 す る こ と が 容 易 と で き る 。 従 っ て 、 高 精 度 で 且 つ
安 定 し た テ ン シ ョ ン を 付 与 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 前 記 第 １ ボ ビ ン に 例 え ば 適 宜 の ブ レ ー キ シ ュ ー な ど を 備 え る 回 転 制 御 手 段 を 設 け
る こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ れ ば 、 前 記 の 引 出 プ ー リ が 前 記 第 １ ボ ビ ン か ら 前 記 線 条 材 料
を 弛 み を 伴 わ ず に 安 定 し て 引 き 出 せ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。 先 ず 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 線 条 材 料 の
巻 取 に 用 い ら れ る 巻 取 装 置 の 構 成 を 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 に 係 る 巻 取 装 置 は 、 線 条 材 料 の
送 出 方 向 の 上 流 側 に 配 置 さ れ る 第 １ ボ ビ ン か ら 前 記 線 条 材 料 を 引 き 出 し 、 前 記 送 出 方 向 の
下 流 側 に 配 置 さ れ る 第 ２ ボ ビ ン に よ っ て 前 記 線 条 材 料 を 巻 き 取 る も の で あ っ て 、 そ の 巻 取
の 過 程 に お い て 前 記 線 条 材 料 に 対 し て テ ン シ ョ ン を 付 与 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 図
１ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 線 条 材 料 の 巻 取 に 用 い ら れ る 巻 取 装 置 の 概 略 図 で あ る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 前 記 巻 取 装 置 100は 、 前 記 送 出 方 向 の 上 流 側 か ら 順 に 設 け ら れ る 、
材 料 引 出 部 A及 び 材 料 巻 取 部 Bと 、 こ れ ら 材 料 引 出 部 A及 び 材 料 巻 取 部 Bを 連 接 す る た め の 材
料 接 続 部 Mと 、 か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 の 材 料 引 出 部 Aは 、 例 え ば ロ ー プ な ど の 線 条 材 料 Yが 所 定 の 量 ／ 形 状 に 巻 回 さ れ て い
る 第 １ ボ ビ ン 1と 、 こ の 第 １ ボ ビ ン 1よ り も 前 記 送 出 方 向 の 下 流 側 に 設 け ら れ 、 当 該 第 １ ボ
ビ ン 1か ら 前 記 線 条 材 料 Yを 引 き 出 す た め に 、 そ の 軸 部 2aに 第 １ サ ー ボ モ ー タ 3が 接 続 さ れ
て い る 引 出 プ ー リ 2と 、 か ら 構 成 さ れ て い る 。
　 こ の 第 １ ボ ビ ン 1の 軸 部 1aに は 、 例 え ば ブ レ ー キ シ ュ ー な ど を 備 え る 適 宜 の ブ レ ー キ 装
置 （ 回 転 制 御 手 段 ） 5が 設 け ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 前 記 第 １ ボ ビ ン 1の 回 転 速 度 は 過 大
と な ら な い よ う に な っ て い る 。
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　 ま た 、 前 記 の 第 １ サ ー ボ モ ー タ 3に は 、 前 記 引 出 プ ー リ 2の 回 転 数 ／ 周 速 度 を 適 宜 に 制 御
す る た め の 第 １ モ ー タ ド ラ イ バ （ 第 １ 速 度 制 御 手 段 ） 4が 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 引
出 プ ー リ 2は 線 条 材 料 Yの 走 行 速 度 を 制 御 す る も の で あ る か ら 、 引 出 プ ー リ 2は 線 条 材 料 Yに
対 し て 摺 動 不 能 に 構 成 さ れ て い る 。
　 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て 前 記 の 第 １ モ ー タ ド ラ イ バ 4は 、 前 記 第 １ サ ー ボ モ ー タ 3の 回
転 数 を 適 宜 に 制 御 す る た め に 、 当 該 第 １ サ ー ボ モ ー タ 3の 定 格 回 転 数 に 対 す る 割 合 を 要 求
す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 即 ち 、 前 記 第 １ サ ー ボ モ ー タ 3の 回 転 数 を 所 望 の 回 転 数 と す
る た め に は 、 前 記 の 第 １ モ ー タ ド ラ イ バ 4に 対 し て 、 当 該 第 １ サ ー ボ モ ー タ 3の 定 格 回 転 数
に 対 す る 所 望 の 回 転 数 の 割 合 （ 0～ 100%） を 入 力 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 の 材 料 巻 取 部 Bは 、 前 記 の 第 １ ボ ビ ン 1か ら 引 き 出 さ れ た 線 条 材 料 Yを 所 定 の 量 ／ 形
状 に 巻 き 取 る た め の 空 の 第 ２ ボ ビ ン 10と 、 こ の 第 ２ ボ ビ ン 10よ り も 前 記 送 出 方 向 の 上 流 側
に 設 け ら れ 、 当 該 第 ２ ボ ビ ン 10に 巻 き 取 ら れ る 前 記 線 条 材 料 Yに 適 宜 の テ ン シ ョ ン を 付 与
す る た め に 、 そ の 軸 部 11aに 第 ２ サ ー ボ モ ー タ 12が 接 続 さ れ て い る テ ン シ ョ ン プ ー リ 11と
、 か ら 構 成 さ れ て い る 。
　 こ の 第 ２ ボ ビ ン 10は 、 図 略 の ボ ビ ン 回 転 手 段 に よ り 所 望 の 回 転 速 度 で 回 転 さ れ る よ う に
構 成 さ れ て い る 。
　 ま た 、 前 記 の 第 ２ サ ー ボ モ ー タ 12に は 、 前 記 の テ ン シ ョ ン プ ー リ 11に 加 え ら れ る ト ル ク
を 適 宜 に 制 御 す る た め の 第 ２ モ ー タ ド ラ イ バ （ ト ル ク 制 御 手 段 ） 13が 接 続 さ れ て い る 。
　 ま た 、 前 記 の テ ン シ ョ ン プ ー リ 11及 び 第 ２ ボ ビ ン 10の 間 に は 、 当 該 第 ２ ボ ビ ン 10に 巻 回
さ れ る 前 記 線 条 材 料 Yの 巻 取 テ ン シ ョ ン を 監 視 す る た め の テ ン シ ョ ン 測 定 装 置 15が 設 け ら
れ て い る 。 こ の テ ン シ ョ ン 測 定 装 置 15は 具 体 的 に は 、 前 記 線 条 材 料 Yの 走 行 経 路 を 確 保 す
る た め の 適 宜 の ガ イ ド ロ ー ラ 16・ 16と 、 公 知 の テ ン シ ョ ン 測 定 機 （ 例 え ば ロ ー ド セ ル 型 の
も の ） 17と 、 か ら 構 成 さ れ て い る 。
　 そ し て 、 上 記 の テ ン シ ョ ン 測 定 機 17と 前 記 の 第 ２ モ ー タ ド ラ イ バ 13と は 、 適 宜 の 電 気 線
t1に よ り 接 続 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 前 記 の 第 ２ ボ ビ ン 10に よ っ て 巻 き 取 ら れ る 線 条 材
料 Yの テ ン シ ョ ン （ 巻 取 テ ン シ ョ ン ） を 当 該 第 ２ モ ー タ ド ラ イ バ 13へ フ ィ ー ド バ ッ ク 可 能
に 構 成 さ れ て い る 。
　 な お 、 上 記 の 「 ト ル ク 制 御 」 は よ り 具 体 的 に は 、 前 記 の 第 ２ ボ ビ ン 10に よ り 巻 き 取 ら れ
る 前 記 線 条 材 料 Yの 巻 取 速 度 に 関 わ ら ず 、 テ ン シ ョ ン プ ー リ 11に 加 え ら れ る ト ル ク の み を
適 宜 に 制 御 す る 所 謂 ト ル ク 制 御 で あ る 。
　 な お ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て 前 記 の 第 ２ サ ー ボ モ ー タ 12は 回 転 検 出 手 段 と し て の 回 転
式 の （ イ ン ク リ メ ン タ ル 型 ） 第 ２ エ ン コ ー ダ 12aを 内 蔵 し て 構 成 さ れ て い る （ 図 ２ も 併 せ
て 参 照 ） 。 こ の 第 ２ エ ン コ ー ダ 12aは 、 前 記 の 第 ２ サ ー ボ モ ー タ 12の 回 転 に 伴 っ て パ ル ス
信 号 を 出 力 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 の 材 料 接 続 部 Mは 、 上 述 し た 材 料 引 出 部 Aと 材 料 巻 取 部 Bと を 連 接 す る た め の も の で
あ る 。 具 体 的 に は 、 以 下 の よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 即 ち 、 前 記 の 第 １ ボ ビ ン 1か ら 引 き 出 さ れ 前 記 の 第 ２ ボ ビ ン 10へ 向 か っ て 送 出 さ れ る 前
記 線 条 材 料 Yが 、 前 記 の 引 出 プ ー リ 2及 び テ ン シ ョ ン プ ー リ 11と の 間 に お い て 鉛 直 下 方 へ 大
き く 迂 回 す る よ う に 、 当 該 線 条 材 料 Y上 に は 、 円 盤 状 に 形 成 さ れ た ダ ン サ ー 20が 載 置 さ れ
て い る 。 換 言 す れ ば 、 前 記 の 引 出 プ ー リ 2及 び テ ン シ ョ ン プ ー リ 11と の 間 に お い て 鉛 直 下
方 へ 大 き く 迂 回 す る 前 記 線 条 材 料 Y上 に ダ ン サ ー 20が 載 置 さ れ て い る 。
　 こ の ダ ン サ ー 20の 軸 部 20aに 一 端 が 接 続 さ れ た 長 尺 の ダ ン サ ー 支 持 ア ー ム 21は 、 そ の 他
端 が 略 示 の ポ テ ン シ ョ メ ー タ 22に 枢 設 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 図 １ に お い て 実 線 及 び 二
点 鎖 線 で 示 す 如 く 前 記 の ダ ン サ ー 20は 、 前 記 ダ ン サ ー 支 持 ア ー ム 21の 前 記 他 端 周 り に 回 動
自 在 に 構 成 さ れ て い る 。 別 の 言 い 方 を す れ ば 、 前 記 の ダ ン サ ー 支 持 ア ー ム 21が 長 尺 で あ る
こ と に よ り 、 前 記 の ダ ン サ ー 20は 略 鉛 直 方 向 へ 上 下 動 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 材
料 接 続 部 Mを 以 上 の 如 く 構 成 す る こ と で 、 線 条 材 料 Yは 、 前 記 送 出 方 向 の 上 流 側 に 配 置 さ れ
る 前 記 の 引 出 プ ー リ 2と 、 同 じ く 下 流 側 に 配 置 さ れ る 前 記 の テ ン シ ョ ン プ ー リ 11と 、 の 間
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に お い て 、 上 記 ダ ン サ ー 20を 介 し て 、 一 旦 、 テ ン シ ョ ン フ リ ー 状 態 と で き る 。 即 ち 、 両 プ
ー リ ２ ・ 11間 に お い て 線 条 材 料 Yに は 、 線 条 材 料 Y自 身 の 重 量 と ダ ン サ ー 20の 重 量 （ デ ッ ド
ウ ェ イ ト ： 例 え ば 数 百 グ ラ ム ） に 起 因 す る テ ン シ ョ ン 以 外 の テ ン シ ョ ン が 作 用 し な い よ う
に 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 前 記 の デ ッ ド ウ ェ イ ト は 、 前 記 の 線 条 材 料 Yが 暴 れ る こ と に よ
り 線 条 材 料 Yが 各 プ ー リ 2・ 11及 び ダ ン サ ー 20の 外 周 面 に 刻 設 さ れ て い る 図 略 の ガ イ ド 溝 か
ら 抜 脱 し て し ま う の を 防 止 す る た め に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 図 ２ を 参 照 し つ つ 、 本 実 施 形 態 に お け る 巻 取 装 置 100が 備 え る 前 記 の 引 出 プ ー リ 2
を 制 御 す る た め の 制 御 シ ス テ ム に 関 し て 説 明 す る 。 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る
巻 取 装 置 が 有 す る 制 御 シ ス テ ム の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 前 記 の テ ン シ ョ ン プ ー リ 11の 軸 部 11aに 接 続 さ れ て い る 前 記 第 ２ サ
ー ボ モ ー タ 12に 備 え ら れ て い る 前 記 の 第 ２ エ ン コ ー ダ 12aは 、 前 記 の 引 出 プ ー リ 2の 軸 部 2a
に 接 続 さ れ て い る 前 記 の 第 １ サ ー ボ モ ー タ 3に 対 し て 、 適 宜 の 電 気 線 に よ り 接 続 さ れ て い
る 。 こ れ に よ り 、 前 記 の 第 ２ エ ン コ ー ダ 12aに よ り 検 出 さ れ る 前 記 の 第 ２ サ ー ボ モ ー タ 12
（ 間 接 的 に は 、 テ ン シ ョ ン プ ー リ 11） の 回 転 に 関 す る 情 報 （ 回 転 数 や 回 転 角 度 量 な ど ） を
前 記 の 第 １ サ ー ボ モ ー タ 3に 送 信 可 能 に 構 成 さ れ て お り 、 こ の 送 信 対 象 と し て の 回 転 に 関
す る 情 報 に 基 づ い て 、 前 記 テ ン シ ョ ン プ ー リ 11の 周 速 度 と 前 記 引 出 プ ー リ 2の 周 速 度 と を
揃 え ら れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 以 下 の 如 く で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 即 ち 、 上 記 の 如 く 適 宜 の 電 気 線 に よ り 接 続 さ れ る 前 記 の 第 ２ エ ン コ ー ダ 12a及 び 第 １ サ
ー ボ モ ー タ 3の 間 に は 、 パ ル ス － 速 度 指 令 値 演 算 器 30及 び 前 述 の 第 １ モ ー タ ド ラ イ バ 4が こ
の 順 で 介 在 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の パ ル ス － 速 度 指 令 値 演 算 器 30は 、 前 記 の 第 ２ エ ン コ ー ダ 12aに 対 し て 直 接 的 に 接 続
さ れ る も の で あ っ て 、 そ の 第 ２ エ ン コ ー ダ 12aか ら 出 力 さ れ た パ ル ス 信 号 を 、 前 記 の 第 １
モ ー タ ド ラ イ バ 4が 受 信 し て 処 理 で き る 形 式 に 加 工 す る 機 能 を 有 し て い る 。 具 体 的 に は 、
こ の パ ル ス － 速 度 指 令 値 演 算 器 30は 、 前 記 の 第 ２ エ ン コ ー ダ 12aか ら 出 力 さ れ た パ ル ス 信
号 に 基 づ い て 、 下 記 式 (1)で 示 す よ う に 演 算 す る こ と に よ り 速 度 指 令 値 Q[%]を 求 め 、 こ の
速 度 指 令 値 Qを （ 前 記 の 第 １ モ ー タ ド ラ イ バ を 中 継 し て ） 前 記 の 第 １ サ ー ボ モ ー タ 3に 送 信
す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
　 た だ し 、 {x(t+Δ t)－ x(t)}[パ ル ス ]は 前 記 の 第 ２ サ ー ボ モ ー タ 12（ 又 は テ ン シ ョ ン プ ー
リ 11） の 回 転 に 伴 っ て 所 定 時 間 Δ tの 間 に 前 記 第 ２ エ ン コ ー ダ 12aが 出 力 す る パ ル ス 信 号 の
パ ル ス 量 と す る 。 P[ppr]は 前 記 第 ２ エ ン コ ー ダ 12aの １ 周 分 の 分 解 能 と す る 。 Dt[mm]は 前
記 テ ン シ ョ ン プ ー リ 11の 直 径 と す る 。 Dh[mm]は 前 記 引 出 プ ー リ 2の 直 径 と す る 。 S[rpm]は
前 記 第 １ サ ー ボ モ ー タ 3の 定 格 回 転 数 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 、 前 記 の 第 １ モ ー タ ド ラ イ バ 4は 受 信 し た 前 記 速 度 指 令 値 Qに 基 づ い て 前 記 第 １ サ
ー ボ モ ー タ 3の 回 転 速 度 を 適 宜 に 制 御 す る よ う に 構 成 さ れ 、 こ の 第 １ サ ー ボ モ ー タ 3は 前 記
第 １ モ ー タ ド ラ イ バ 4の 指 令 に 従 っ て 前 記 引 出 プ ー リ 2の 周 速 度 を 適 宜 の 制 御 す る よ う に 構
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成 さ れ て い る 。 端 的 に 言 え ば 、 前 記 の パ ル ス － 速 度 指 令 値 演 算 器 30か ら 受 信 し た 前 記 の 速
度 指 令 値 Qに 基 づ い て 前 記 第 １ サ ー ボ モ ー タ 3に 前 記 引 出 プ ー リ 2の 周 速 度 を 制 御 さ せ る よ
う に 構 成 さ れ て い る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て 前 記 の パ ル ス － 速 度 指 令 値 演 算 器 30か ら 前 記 の 第 １ モ ー タ ド
ラ イ バ 4に 送 信 さ れ る 前 記 の 速 度 指 令 値 Qは 、 前 記 の ダ ン サ ー 20の 動 作 に 基 づ い て 若 干 の 補
正 が 加 え ら れ る よ う に な っ て い る 。 よ り 具 体 的 に は 以 下 の 如 く で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 即 ち 、 前 記 の ダ ン サ ー 20を 支 持 す る た め の ダ ン サ ー 支 持 ア ー ム 21の 前 記 他 端 が 枢 設 さ れ
て い る 前 記 の ポ テ ン シ ョ メ ー タ 22か ら 出 力 さ れ る 前 記 ダ ン サ ー 支 持 ア ー ム 21の 回 動 角 度 量
（ ダ ン サ ー 20の 位 置 ） は 、 適 宜 に 設 け ら れ る 入 力 フ ィ ル タ 31に よ っ て 平 均 化 処 理 が 施 さ れ
、 符 号 32で 示 す PI演 算 器 に よ っ て PI演 算 さ れ 、 こ の PI演 算 に よ る 演 算 結 果 に 基 づ い て 前 記
の 速 度 指 令 値 Qが 補 正 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 の 説 明 に よ れ ば 、 前 記 の 第 １ モ ー タ ド ラ イ バ 4（ 第 １ サ ー ボ モ ー タ 3） に 送 信 さ れ る
情 報 は 、 前 記 の パ ル ス － 速 度 指 令 値 演 算 器 30か ら 出 力 さ れ る 前 記 の 速 度 指 令 値 Qと 、 前 記
の PI演 算 器 32か ら 出 力 さ れ る PI演 算 結 果 と 、 で 2種 類 の 情 報 と し て 解 釈 す る こ と も で き る
。 し か し 、 上 で 「 補 正 」 と 述 べ た よ う に こ れ ら 2種 類 の 情 報 に 主 従 関 係 が あ る の は 、 以 下
の 理 由 に よ る も の で あ る 。 即 ち 、 前 記 の 第 １ モ ー タ ド ラ イ バ 4が 前 記 第 １ サ ー ボ モ ー タ 3を
制 御 す る 際 に 基 準 と す る （ 最 も 依 存 す る ） 情 報 は 、 （ 前 記 の テ ン シ ョ ン プ ー リ 11に 接 続 さ
れ て い る 第 ２ サ ー ボ モ ー タ 12の 第 ２ エ ン コ ー ダ 12aか ら 出 力 さ れ る パ ル ス 信 号 （ フ ィ ー ド
バ ッ ク パ ル ス 信 号 ） に 基 づ い て 前 記 の パ ル ス － 速 度 指 令 値 演 算 器 30で 演 算 さ れ て 求 め ら れ
た ） 前 記 の 速 度 指 令 値 Qの 方 だ か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 前 記 の 速 度 指 令 値 Qを 前 記 の ダ ン サ ー 20の 動 作 に 基 づ い て 補 正 す る の は 以 下 の 理
由 に よ る 。 即 ち 、 前 記 線 条 材 料 Yの 巻 取 を 長 時 間 連 続 し て 行 う 場 合 は 特 に 、 上 記 の 制 御 シ
ス テ ム が 、 こ の 線 条 材 料 Yの 前 記 材 料 接 続 部 Mに お け る 弛 み 量 を 見 失 っ て し ま う か ら で あ る
。 な お 、 こ の 線 条 材 料 Yの 弛 み 量 を 前 記 制 御 シ ス テ ム が 見 失 う と 、 例 え ば 前 記 の ダ ン サ ー
支 持 ア ー ム 21が 前 記 ポ テ ン シ ョ メ ー タ 22の 可 動 角 度 範 囲 を 超 え て 回 動 し よ う と す る こ と も
考 え ら れ 、 結 果 と し て 、 こ の ポ テ ン シ ョ メ ー タ 22の 損 傷 な ど が 危 惧 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 巻 取 装 置 100の 作 動 を 、 前 記 線 条 材 料 Yの 送 出 方 向 に 沿 っ て 順 に
説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 １ に 、 前 記 第 ２ ボ ビ ン 10に よ る 前 記 線 条 材 料 Yの 巻 取 を 開 始 す る 前 に 予 め 、 前 記 第 １
ボ ビ ン 1に 設 け ら れ て い る ブ レ ー キ 装 置 5の 当 該 第 １ ボ ビ ン 1に 対 す る 制 御 （ ブ レ ー キ 制 御
） を 解 除 し て お く 。 そ し て 、 線 条 材 料 Yを 以 下 の よ う に 懸 架 す る 。 即 ち 、 前 記 の 第 １ ボ ビ
ン 1か ら 引 き 出 し た 線 条 材 料 Yを 、 前 記 引 出 プ ー リ 2と 、 ダ ン サ ー 20と 、 テ ン シ ョ ン プ ー リ 1
1と 、 テ ン シ ョ ン 測 定 装 置 15と 、 に 順 に 懸 架 し 、 そ し て 前 記 の 第 ２ ボ ビ ン 10の 外 周 面 に 線
条 材 料 Yの 端 部 を 係 止 す る 。
　 第 ２ に 、 前 記 の 第 ２ モ ー タ ド ラ イ バ 13に 、 前 記 第 ２ ボ ビ ン 10に 巻 回 さ れ る 線 条 材 料 Yの
好 適 な テ ン シ ョ ン （ 巻 取 テ ン シ ョ ン ） を 設 定 す る 。 即 ち 、 前 記 の 第 ２ モ ー タ ド ラ イ バ 13が
前 記 の テ ン シ ョ ン プ ー リ 11に 加 え ら れ る ト ル ク を 適 宜 に 制 御 し て 、 当 該 テ ン シ ョ ン プ ー リ
11の 下 流 側 へ 送 出 さ れ る 線 条 材 料 Yの テ ン シ ョ ン が 所 望 の テ ン シ ョ ン と な る よ う に 、 そ の
第 ２ モ ー タ ド ラ イ バ 13を 設 定 す る 。
　 第 ３ に 、 前 記 の 引 出 プ ー リ 2と 第 ２ ボ ビ ン 10と を 回 転 始 動 さ せ る と 同 時 に 、 前 記 の ブ レ
ー キ 装 置 5を 前 記 の 第 １ ボ ビ ン 1に 対 し て 作 動 さ せ て お く 。 こ れ に よ り 、 前 記 の 第 １ ボ ビ ン
1が 慣 性 に よ り 不 必 要 に 回 転 し 過 ぎ て 線 条 材 料 Yが 弛 ん で し ま う 、 と い う 問 題 を 防 止 で き る
よ う に な っ て い る 。
　 な お 、 前 記 の 第 １ モ ー タ ド ラ イ バ 4が 上 述 の 如 く 必 要 に 応 じ て 適 宜 の 補 正 が 加 え ら れ た
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速 度 指 令 値 Qに 基 づ い て 前 記 の 第 １ サ ー ボ モ ー タ 3の 回 転 数 を 制 御 す る こ と で 、 前 記 テ ン シ
ョ ン プ ー リ 11の 周 速 度 と 前 記 引 出 プ ー リ 2の 周 速 度 と が 極 め て 高 精 度 に 揃 う よ う に な っ て
い る 。
　 以 上 に よ り 、 前 記 の 第 １ ボ ビ ン 1か ら 引 き 出 さ れ た 線 条 材 料 Yは 、 所 望 の テ ン シ ョ ン が 付
与 さ れ た か た ち で 、 前 記 の 第 ２ ボ ビ ン 10に 巻 き 取 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 巻 取 装 置 100の 構 成 と 作 動 を 説 明 し た が 、 本 巻 取 装 置 100は 以
下 の よ う に 、 固 有 の 問 題 点 を 解 決 し た 優 れ た も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
＜ 問 題 点 ＞
　 上 記 巻 取 装 置 100に お い て は 、 前 記 線 条 材 料 Yに 対 し て 所 望 の テ ン シ ョ ン を 問 題 な く 高 精
度 に 付 与 す る た め に 、 前 記 の 第 ２ ボ ビ ン 10に よ っ て 巻 き 取 ら れ る 線 条 材 料 Yの 巻 取 速 度 に
対 し て 、 前 記 の 引 出 プ ー リ 2に よ っ て 前 記 第 １ ボ ビ ン 1か ら 引 き 出 さ れ る 線 条 材 料 Yの 引 出
速 度 を 、 常 に 揃 え よ う と す る 制 御 （ 以 下 、 追 従 制 御 と 称 す る 。 ） が 必 要 で あ る 。 こ れ に よ
れ ば 、 前 記 材 料 接 続 部 Mに お け る 前 記 線 条 材 料 Yの テ ン シ ョ ン フ リ ー 状 態 を 安 定 的 に 維 持 で
き る か ら で あ る 。
　 し か し 、 上 記 の 巻 取 速 度 は 、 前 記 の 第 ２ ボ ビ ン 10に よ る 巻 取 の 状 態 の 如 何 に よ っ て 時 々
刻 々 と 変 化 す る も の で あ る し 、 巻 取 を 開 始 す る 前 か ら 予 め 、 そ の 状 態 の 変 化 の 様 子 を 精 確
に 把 握 す る の は 事 実 上 、 不 可 能 で あ る 。
　 そ こ で 、 前 記 の 巻 取 速 度 に 引 出 速 度 を 追 従 さ せ る 方 法 の 一 と し て 、 前 記 の ダ ン サ ー 20の
運 動 を 、 前 述 の ポ テ ン シ ョ メ ー タ 22な ど を 介 し て 監 視 す る こ と が 挙 げ ら れ る 。 し か し な が
ら 、 こ の ポ テ ン シ ョ メ ー タ 22の 出 力 値 の 変 動 幅 は 前 記 の 巻 取 速 度 の 変 動 幅 と 比 較 し て 極 め
て 小 さ い の で 、 制 御 ル ー プ の ゲ イ ン を 有 効 に は 上 げ ら れ な い と い う 問 題 が あ り 、 こ の た め
、 高 速 な 巻 取 を 実 施 す る 場 合 や 巻 取 速 度 の 変 動 が 極 め て 頻 繁 に 発 生 す る 場 合 に は 、 前 記 の
ポ テ ン シ ョ メ ー タ 22の 出 力 値 の み に 基 づ く 追 従 制 御 は 極 め て 粗 雑 な も の と な っ て い た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
＜ 解 決 策 ＞
　 こ れ に 対 し て 、 上 記 の 巻 取 装 置 100に は 、 頻 繁 に 変 動 す る 上 記 巻 取 速 度 に 対 し て 上 記 引
出 速 度 を 極 め て 良 好 に 追 従 可 能 な 制 御 シ ス テ ム が 構 築 さ れ て い る 。 本 制 御 シ ス テ ム の 詳 細
は 上 述 し た 通 り で あ る 。 即 ち 、 要 約 す る と 、 前 記 の テ ン シ ョ ン プ ー リ 11の 軸 部 11aに 接 続
さ れ る 前 記 の 第 ２ サ ー ボ モ ー タ 12が 内 蔵 す る 第 ２ エ ン コ ー ダ 12aか ら 出 力 さ れ る フ ィ ー ド
バ ッ ク パ ル ス 信 号 を 演 算 し 、 そ の 演 算 結 果 が 、 前 記 の 引 出 プ ー リ 2を 制 御 す る 前 記 第 １ モ
ー タ ド ラ イ バ 4に 指 令 信 号 （ 速 度 指 令 値 Q） と し て 入 力 さ れ る よ う に 構 築 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に お い て 線 条 材 料 Yの 巻 取 は 、 以 下 の よ う な 方 法 で 行
わ れ て い る 。
　 即 ち 、 前 記 線 条 材 料 Yの 巻 取 は 、 具 体 的 に は 、 線 条 材 料 Yの 送 出 方 向 の 上 流 側 に 配 置 さ れ
る 第 １ ボ ビ ン 1か ら 前 記 線 条 材 料 Yを 引 き 出 し 、 前 記 送 出 方 向 の 下 流 側 に 配 置 さ れ る 第 ２ ボ
ビ ン 10に よ っ て 前 記 線 条 材 料 Yを 巻 き 取 る 、 こ と で あ る 。
　 そ し て 、 前 記 の 第 １ ボ ビ ン 1及 び 第 ２ ボ ビ ン 10の 間 に は 、 前 記 送 出 方 向 の 上 流 側 か ら 順
に 、 材 料 引 出 部 Aと 材 料 巻 取 部 Bを 設 け る 。
　 な お 、 前 記 の 材 料 引 出 部 Aと は 、 前 記 第 １ ボ ビ ン 1と 、 こ の 第 １ ボ ビ ン 1よ り も 前 記 送 出
方 向 の 下 流 側 に 配 置 し 、 前 記 第 １ ボ ビ ン 1か ら 前 記 線 条 材 料 Yを 引 き 出 す た め に 、 そ の 軸 部
2aに 第 １ サ ー ボ モ ー タ 3が 接 続 さ れ て い る 引 出 プ ー リ 2と 、 か ら 成 る も の で あ る 。
　 ま た 、 前 記 の 材 料 巻 取 部 Bと は 、 前 記 第 ２ ボ ビ ン 10と 、 こ の 第 ２ ボ ビ ン 10よ り も 前 記 送
出 方 向 の 上 流 側 に 配 置 し 、 前 記 第 ２ ボ ビ ン 10に 巻 き 取 ら れ る 前 記 線 条 材 料 Yに 適 宜 の テ ン
シ ョ ン を 付 与 す る た め に 、 そ の 軸 部 11aに 第 ２ サ ー ボ モ ー タ 12が 接 続 さ れ て い る テ ン シ ョ
ン プ ー リ 11と 、 か ら 成 る も の で あ る 。
　 前 記 の 第 ２ サ ー ボ モ ー タ 12（ 又 は テ ン シ ョ ン プ ー リ 11で も 良 い 。 ） に 回 転 検 出 手 段 と し
て の 第 ２ エ ン コ ー ダ 12aを 設 け る （ 図 ２ も 併 せ て 参 照 ） 。
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　 前 記 第 ２ エ ン コ ー ダ 12aに よ り 検 出 さ れ る 前 記 の 第 ２ サ ー ボ モ ー タ 12（ 又 は テ ン シ ョ ン
プ ー リ 11） の 回 転 を 前 記 第 １ サ ー ボ モ ー タ 3に 送 信 す る こ と に よ り 、 前 記 テ ン シ ョ ン プ ー
リ 11の 周 速 度 と 前 記 引 出 プ ー リ 2の 周 速 度 と を 揃 え る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 前 記 の 線 条 材 料 Yを こ の よ う に 巻 き 取 る こ と で 、 線 条 材 料 Yの 送 出 方 向 に 沿 っ て 並 設 さ れ
る 一 の プ ー リ （ テ ン シ ョ ン プ ー リ 11） の 変 動 す る 周 速 度 に 、 他 の プ ー リ （ 引 出 プ ー リ 2）
の 周 速 度 を 良 好 に 追 従 さ せ る こ と が で き る 。
　 ま た こ れ に よ り 、 前 記 の 引 出 プ ー リ 2及 び テ ン シ ョ ン プ ー リ 11に 懸 架 さ れ る 両 プ ー リ 2・
11間 の 線 条 材 料 Yの 長 さ （ 例 え ば 、 線 条 材 料 Yの た る み 量 ） を 略 一 定 と で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 記 の 線 条 材 料 Yの 巻 取 は 、 以 下 の よ う な 方 法 で 行 わ れ る こ と が 好 ま し い 。
　 即 ち 、 前 記 回 転 検 出 手 段 を 、 前 記 の 第 ２ サ ー ボ モ ー タ 12（ 又 は テ ン シ ョ ン プ ー リ 11） の
回 転 に 伴 っ て パ ル ス 信 号 を 出 力 可 能 な エ ン コ ー ダ （ 第 ２ エ ン コ ー ダ 12a） と し 、 下 記 式 (1)
で 求 め る 速 度 指 令 値 Q[%]を 前 記 第 １ サ ー ボ モ ー タ 3に 送 信 し 、 受 信 し た 前 記 速 度 指 令 値 Q[%
]に 基 づ い て 前 記 第 １ サ ー ボ モ ー タ 3に 前 記 引 出 プ ー リ 2の 周 速 度 を 制 御 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
　 た だ し 、 {x(t+Δ t)－ x(t)}[パ ル ス ]は 、 前 記 の 第 ２ サ ー ボ モ ー タ 12（ 又 は テ ン シ ョ ン プ
ー リ 11） の 回 転 に 伴 っ て 所 定 時 間 Δ tの 間 に 前 記 第 ２ エ ン コ ー ダ 12aが 出 力 す る パ ル ス 信 号
の パ ル ス 量 と す る 。
　 P[ppr]は 、 前 記 第 ２ エ ン コ ー ダ 12aの １ 周 分 の 分 解 能 と す る 。
　 Dt[mm]は 、 前 記 テ ン シ ョ ン プ ー リ 11の 直 径 と す る 。
　 Dh[mm]は 、 前 記 引 出 プ ー リ 2の 直 径 と す る 。
　 S[rpm]は 、 前 記 第 １ サ ー ボ モ ー タ 3の 定 格 回 転 数 と す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 上 記 追 従 の た め の 演 算 を 簡 素 と で き る の で 、 前 記 引 出 プ ー リ の 周 速 度 の
、 前 記 テ ン シ ョ ン プ ー リ の 周 速 度 に 対 す る 追 従 性 を 良 好 と で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 前 記 の 材 料 引 出 部 A及 び 材 料 巻 取 部 Bを 連 接 す る た め の 材 料 接 続 部 Mに お い て 前 記
線 条 材 料 Y上 に ダ ン サ ー 20を 載 置 す る こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ れ ば 、 前 記 ダ ン サ ー 20の
存 在 に よ り 、 前 記 の テ ン シ ョ ン プ ー リ 11に 対 し て は 当 該 テ ン シ ョ ン プ ー リ 11と 前 記 第 ２ ボ
ビ ン 10と の 間 の 前 記 線 条 材 料 Yの テ ン シ ョ ン の み が 作 用 す る こ と と な る か ら 、 当 該 第 ２ ボ
ビ ン 10に 巻 き 取 ら れ る 前 記 線 条 材 料 Yに 所 望 の テ ン シ ョ ン を 付 与 す る こ と が 容 易 と で き る
。 従 っ て 、 高 精 度 で 且 つ 安 定 し た テ ン シ ョ ン を 付 与 で き る 。
　 ま た 、 前 記 ダ ン サ ー 20の 存 在 に よ り 、 前 記 の テ ン シ ョ ン プ ー リ 11－ 引 出 プ ー リ 2間 の 線
条 材 料 の 張 力 と 、 前 記 の 引 出 プ ー リ 2－ 第 １ ボ ビ ン 1間 の 線 条 材 料 の 張 力 と 、 の 差 と し て の
張 力 差 を 適 宜 に 調 節 で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 前 記 第 １ ボ ビ ン に 例 え ば 適 宜 の ブ レ ー キ シ ュ ー な ど を 備 え る 回 転 制 御 手 段 （ ブ レ
ー キ 装 置 5） を 設 け る こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ れ ば 、 前 記 の 引 出 プ ー リ 2が 前 記 第 １ ボ ビ
ン 1か ら 前 記 線 条 材 料 Yを 弛 み を 伴 わ ず に 安 定 し て 引 き 出 せ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 以 上 に 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 と し て の 第 １ 実 施 形 態 を 説 明 し た 。 本 実 施 形 態 は 、 例
え ば 以 下 の よ う に 変 更 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 記 第 １ 実 施 形 態 に お い て 前 記 の 回 転 検 出 手 段 と し て は 、 前 記 の 第 ２ サ ー ボ モ ー タ 12に
内 臓 さ れ て い る 前 記 第 ２ エ ン コ ー ダ 12aと し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 例 え ば テ ン シ ョ ン プ ー
リ 11に 対 し て 適 宜 の エ ン コ ー ダ を 設 け て も よ い 。 こ の 場 合 、 テ ン シ ョ ン プ ー リ 11に 設 け ら
れ る 当 該 エ ン コ ー ダ を 、 前 記 の パ ル ス － 速 度 指 令 値 演 算 器 30に 対 し て 適 宜 の 電 気 線 に よ り
接 続 す る こ と と な る （ 図 ２ も 併 せ て 参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 心 線 の 巻 取 に 用 い ら れ る 巻 取 装 置 の 構 成 に 関 し て 説
明 す る 。 な お 、 こ こ で は 、 本 実 施 形 態 が 上 述 し た 第 １ 実 施 形 態 と 相 違 す る 点 を 中 心 に 説 明
す る 。 端 的 に 言 え ば 、 本 実 施 形 態 に お い て 前 記 の 巻 取 装 置 は ベ ル ト 成 形 用 と し て 用 い ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 記 第 １ 実 施 形 態 に お い て テ ン シ ョ ン が 付 与 さ れ る 対 象 は 、 例 え ば ロ ー プ な ど の 線 条 材
料 と し た 。
　 こ れ に 対 し て 本 実 施 形 態 に お い て テ ン シ ョ ン が 付 与 さ れ る 対 象 は 、 例 え ば 歯 付 ベ ル ト 、
Vベ ル ト 、 Vリ ブ ド ベ ル ト 、 平 ベ ル ト な ど の ベ ル ト に 対 し て そ の 長 手 方 向 に 埋 設 さ れ る 心 線
で あ る 。 こ の 心 線 は 、 例 え ば ス チ ー ル 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ ア ミ ド 、 芳 香 族 ア ラ ミ ド 繊 維
を 材 料 と し て 構 成 さ れ て い る 。 即 ち 、 前 記 の 第 １ ボ ビ ン 1に は 心 線 が 巻 回 さ れ て い る 。
　 ま た 、 前 記 の テ ン シ ョ ン プ ー リ 11に よ っ て 適 宜 の テ ン シ ョ ン が 付 与 さ れ た 心 線 は 、 長 手
方 向 に 当 該 心 線 を 埋 設 し た ベ ル ト を 成 形 す る た め の 金 型 に 対 し て 心 線 を 所 定 の 間 隔 で 螺 旋
状 に 巻 き つ け る 図 略 の ス ピ ニ ン グ 装 置 へ 供 給 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 要 す る に 、 上
記 第 １ 実 施 形 態 に お け る 前 記 の 第 ２ ボ ビ ン 10と 、 本 実 施 形 態 に お け る ス ピ ニ ン グ 装 置 と 、
が 対 応 関 係 に あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に お い て 心 線 の 巻 取 は 、 以 下 の よ う な 方 法 で 行 わ れ て
い る 。
　 即 ち 、 前 記 心 線 の 巻 取 は 、 具 体 的 に は 、 心 線 の 送 出 方 向 の 上 流 側 に 配 置 さ れ る 第 １ ボ ビ
ン 1か ら 前 記 心 線 を 引 き 出 し 、 長 手 方 向 に 前 記 心 線 を 埋 設 し た ベ ル ト を 成 形 す る た め の 金
型 に 対 し て 前 記 心 線 を 所 定 の 間 隔 で 螺 旋 状 に 巻 き つ け る た め に 前 記 送 出 方 向 の 下 流 側 に 配
置 さ れ る ス ピ ニ ン グ 装 置 へ 前 記 心 線 を 供 給 す る 、 こ と で あ る 。
　 そ し て 、 前 記 の 第 １ ボ ビ ン 及 び ス ピ ニ ン グ 装 置 の 間 に は 、 前 記 送 出 方 向 の 上 流 側 か ら 順
に 、 心 線 引 出 部 と 心 線 巻 取 部 を 設 け る 。
　 な お 、 前 記 の 心 線 引 出 部 と は 、 前 記 第 １ ボ ビ ン 1と 、 こ の 第 １ ボ ビ ン 1よ り も 前 記 送 出 方
向 の 下 流 側 に 配 置 し 、 前 記 第 １ ボ ビ ン 1か ら 前 記 心 線 を 引 き 出 す た め に 、 そ の 軸 部 2aに 第
１ サ ー ボ モ ー タ 3が 接 続 さ れ て い る 引 出 プ ー リ 2と 、 か ら 成 る も の で あ る 。
　 ま た 、 前 記 の 心 線 巻 取 部 と は 、 前 記 ス ピ ニ ン グ 装 置 と 、 こ の ス ピ ニ ン グ 装 置 よ り も 前 記
送 出 方 向 の 上 流 側 に 配 置 し 、 前 記 ス ピ ニ ン グ 装 置 に 供 給 さ れ る 前 記 心 線 に 適 宜 の テ ン シ ョ
ン を 付 与 す る た め に 、 そ の 軸 部 11aに 第 ２ サ ー ボ モ ー タ 12が 接 続 さ れ て い る テ ン シ ョ ン プ
ー リ 11と 、 か ら 成 る も の で あ る 。
　 前 記 の 第 ２ サ ー ボ モ ー タ 12（ 又 は テ ン シ ョ ン プ ー リ 11で も 勿 論 良 い 。 ） に 回 転 検 出 手 段
と し て の 第 ２ エ ン コ ー ダ 12aを 設 け る 。
　 前 記 第 ２ エ ン コ ー ダ 12aに よ り 検 出 さ れ る 前 記 の 第 ２ サ ー ボ モ ー タ 12（ 又 は テ ン シ ョ ン
プ ー リ 11） の 回 転 を 前 記 第 １ サ ー ボ モ ー タ 3に 送 信 す る こ と に よ り 、 前 記 テ ン シ ョ ン プ ー
リ 11の 周 速 度 と 前 記 引 出 プ ー リ 2の 周 速 度 と を 揃 え る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 以 上 の 構 成 に よ れ ば 、 上 述 し た 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に 、 線 条 材 料 Yの 送 出 方 向 に 沿 っ て
並 設 さ れ る 一 の プ ー リ （ テ ン シ ョ ン プ ー リ 11） の 変 動 す る 周 速 度 に 、 他 の プ ー リ （ 引 出 プ
ー リ 2） の 周 速 度 を 良 好 に 追 従 さ せ る こ と が で き る 。
　 ま た こ れ に よ り 、 前 記 の 引 出 プ ー リ 2及 び テ ン シ ョ ン プ ー リ 11に 懸 架 さ れ る 両 プ ー リ 2・
11間 の 線 条 材 料 Yの 長 さ （ 例 え ば 、 線 条 材 料 Yの た る み 量 ） を 略 一 定 と で き る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 線 条 材 料 の 巻 取 に 用 い ら れ る 巻 取 装 置 の 概 略 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 巻 取 装 置 が 有 す る 制 御 シ ス テ ム の ブ ロ ッ ク 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
１ 　 　 第 １ ボ ビ ン
２ 　 　 引 出 プ ー リ
３ 　 　 第 １ サ ー ボ モ ー タ
４ 　 　 第 １ モ ー タ ド ラ イ バ
１ ０ 　 第 ２ ボ ビ ン
１ １ 　 テ ン シ ョ ン プ ー リ
１ ２ 　 第 ２ サ ー ボ モ ー タ
１ ２ ａ 　 第 ２ エ ン コ ー ダ （ 図 ２ 参 照 ）
２ ０ 　 ダ ン サ ー
２ １ 　 ダ ン サ ー 支 持 ア ー ム
２ ２ 　 ポ テ ン シ ョ メ ー タ
３ ０ 　 パ ル ス － 速 度 指 令 値 演 算 器
A　 　 材 料 引 出 部
B　 　 材 料 巻 取 部
M　 　 材 料 接 続 部
Q　 　 速 度 指 令 値
１ ０ ０ 　 巻 取 装 置
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